
ＭＲＩ検査をうけられる方へ 

１． ＭＲＩ検査とは  

ＭＲＩ検査とは、強い磁力を使って体の中の様子を画像にする検査です。検査中、痛みはありません

が工事現場のような大きな音がします。これは装置から出る音ですので心配はありません。  

 

２． 食事・お薬について  

部位に関わらず、造影ＭＲＩ検査時はすべて検査前１食は絶食です。腹部の検査もすべて、検査前

１食の絶食となります。（ともに水分摂取は可） しかし、腹部の検査でも「ＭＲＣＰ」という特殊な検査だ

けは、絶食絶飲として水分もとらないようにお願いします。血圧など服用中のお薬は、通常どおり服用

して来院ください。 

 

３． 検査の注意  

検査室内全体が強い磁石になっているようなものなので、検査前に金属類はすべて外していただき

ます。 

・時計 ・携帯電話 ・磁気カード（銀行カード、図書カードなど） ・ヘアピン ・アクセサリー類  

使い捨てカイロ  ・小銭  ・ライター  ・エレキバン  ・かつら ・入れ歯  

などはあらかじめご自分で外しておいてください。  

ペースメーカーの方は撮影できません。また、身体の中に金属が入っている場合（ステント・ワイヤ

ーなど）は事前に申し出てください。 

    化粧（特にマスカラ）、ネイル（ジェルネイルやマグネットネイル）をつけている方は検査が受けられな

い可能性があるので、できる限り化粧、ネイルは控えて来院してください。 

 

４． 造影剤について 

より詳しく病気を診断するために造影剤というお薬を使用することがあります。造影剤は安全な薬剤

ですが、人により以下のような副作用を起こすことがあります。  

軽い副作用  

吐き気、嘔吐、動悸、かゆみ、ほっしん、くしゃみ、頭痛などが現れることがあります（100人に 1人程

度）。 

重い副作用  

血圧低下、呼吸困難、意識消失など生命に関わる症状が現れることがあります（2 万人に１人程度）。

非常に稀ですが病状や体質によっては死亡例も報告されています（100 万人に 1 人程度）。当院では

副作用に対応できる体制を整えて検査を行っており、緊急時には最善の処置を施行しますのでご安心

ください。 

  

５． 授乳中の方について  

造影剤は母乳中に移行しますので、授乳中の方は４８時間程度の授乳はさけて下さい。  

６． その他  

検査中の様子は、モニターとマイクを通じて観察していますのでご安心ください。検査への同意は施

行までならいつでも撤回できますのでお申し出ください。その他、気になることがありましたら医師・看

護師・放射線技師までご相談ください。  
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